
各務原市医師会学術講演会

2026年6月25日（木）19:30～20:40

IBD診療の今とこれから

～治療選択肢が広がる時代にどう治療を選ぶか～

現地：アフロディーテ 各務原市蘇原興亜町4-6-1
WEB：https://x.gd/cKwYF

※ご参加の方は現地/WEB参加にかかわらず、上記URL

もしくは二次元コードより必ず事前登録をお願いいたします

尚、現地参加ご希望の方は2日前までにお弁当の要否をご登録ください

細江 伸央 先生
さくら胃腸科内科クリニック 院長

小澤 範高 先生
岐阜県総合医療センター 消化器内科 医長

小島 健太郎 先生
岐阜大学医学部附属病院 第一内科 特任助教

細江 伸央 先生
さくら胃腸科内科クリニック 院長

座長

演者

座長

演者

Opening

オープニング

クロージング
オープニングClosing

19:30～19:35

20:35～20:40

19:35～20:35

※会場ではお弁当をご用意いたします

【申請予定】日本医師会生涯教育単位 1.0単位  
カリキュラムコード：53 腹痛

特別講演

日時

ハイブリッド
開催

スキリージの効能又は効果（抜粋）クローン病・潰瘍性大腸炎
【スキリージ®点滴静注600mg】中等症から重症の活動期クローン病の寛解導入療法（既存治療で効果不十分な場合に限る）/
中等症から重症の潰瘍性大腸炎の寛解導入療法（既存治療で効果不十分な場合に限る）
【スキリージ®皮下注360mgオートドーザー・スキリージ®皮下注180mgオートドーザー】中等症から重症の活動期クローン病の維持療法
（既存治療で効果不十分な場合に限る）/ 中等症から重症の潰瘍性大腸炎の維持療法（既存治療で効果不十分な場合に限る）
リンヴォック®の効能又は効果（抜粋）：
・中等症から重症の潰瘍性大腸炎の寛解導入及び維持療法（既存治療で効果不十分な場合に限る）
・中等症から重症の活動期クローン病の寛解導入及び維持療法（既存治療で効果不十分な場合に限る） 共催：各務原市医師会/アッヴィ合同会社

https://x.gd/cKwYF


会場のご案内
クラブハウス アフロディーテ 各務原市蘇原興亜町4-6-1

※会場設営やお弁当の準備のため、会場でご参加いただける場合でも、
表面のURL/二次元コードより参加登録をお願いいたします。

問い合わせ：アッヴィ合同会社 細田（ほそだ）070-3295-3287
                 kenichiro.hosoda@abbvie.com
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